
愛される建築を⽬指して  

―建築を⽣き物として捉える 

 
2023 年初夏、⽇本館の竣⼯から 67 年が経ちました。⽇本館は、たくさんの⼈を受け⼊れな
がら、今もこの場所に⽴っています。今回、私たちは「愛される建築」をテーマに、吉阪隆
正さんにより設計された⽇本館そのものと向き合うことから展覧会を育ててきました。 
 
「愛される建築」を⽬指す私たちの活動は、その場所を取り巻く⾵景や営み、刻まれた記憶
や物語も含めて「建築」と捉えることで、「建築」がもつ意味や可能性を広げていく試みで
す。そのために私たちは、建築を“⽣き物”と捉えることからはじめたいと思います。  
 
「ものをつくるとは、そのものに⽣命を移すことだ」。これは吉阪隆正さんが残した⾔葉で
す。命を宿す⾃⽴した存在として建築と向き合うと、その価値を機能や性能で測るのではな
く、⽋点や未完成な部分も含めて愛しみ、育んでいくことができます。そのように建築の個
性をおおらかに受け⽌める姿勢は、⼈間や動植物を含めた私たちそれぞれが、互いの違いを
認め、尊ぶことのできる寛容な世界へとつながっていくのではないでしょうか。 
 
もし⽇本館が“⽣き物”だとしたら、私たちはこの場所をどのようなまなざしで⾒つめ直すこ
とができるでしょう。会場内に点在する⽇本館へのさまざまな応答を⼿がかりに、ここを訪
れた⼈々とともに「愛される建築とはなにか」を考え、私たちと建築との関係を問い直して
みたいと思います。 
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